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人の幸せを願う 

梅雨になり、雨が降る日が多くなってきました。 

この詩については、ご存知の方も多いでしょう、宮沢賢治の「雨にも負けず」の全文で

す。心を打たれる詩ですね。 

 賢治自身は、質素な生活をし、人に認められようという思いをもつような人ではなかっ

たそうです。この詩からは、困った人に手を差し伸べたいという賢治の優しい気持ちが読

み取れます。 

“東に病気の子供あれば 行って看病をしてやり” 

“西に疲れた母あれば 行ってその稲の束を背負い” 

“南に死にそうな人あれば 行って怖がらなくても良いと言い” 

“北に喧嘩や訴訟があれば つまらないからやめろと言い” 

 今の時代は、「自分がよければそれでよい」「周りに困っている人がいても関係ない」と

いう利己的な考え方をしている人が多いように思います。誰もが自分のことが大切で、幸

せになりたいと願っています。それは、当然のことでしょう。しかし、それだけでいいの

でしょうか。賢治のように人に手を差し伸べ、人を幸せにすること、その人の喜ぶ姿を見

ることで、自分も幸せに感じることができるようになりたいものです。 

仏教の教えで「忘己利他（もうこりた）」という言葉があります。これは、天台宗の最澄

教祖の教えで、“己を忘れ他を利する”という意味です。“自分の幸せだけを追求しても本

当の幸せにはなれない、人のためを考えて行動することが自分の幸せにもなるのだ”と最

澄は教えてくれています。 

世界に目を向けると、戦争や紛争が起きている国があります。そして、食べることがで

きない人、病気で苦しんでいる人等、命の危機に瀕している人がたくさんいます。「よその

国のことだから関係ない」「自分には関係ない」という考え方ではいけません。思いを寄せ

ることが大切です。日本から宮沢賢治の考え方、最澄の教えを世界に発信したいものです。 

                    文責＝青少年育成センター指導員 藤村 

防府市教育委員会生涯学習課 
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